
平成 24 年 7 月 14 日（土）に２泊３日の日程で，

１・２年生の希望者１３名が参加しての尾瀬自然探究

活動を実施しました。今回の目的は以下の通りです。

① 自然や環境を自分の目で観察し体全体で体験す

ることで、自然をより理解し保全しようという心を

育む。そして、環境問題を考えるための知識や、科

学的なものの考え方、技術を身につけ、自分自身の

問題として，今後積極的にかかわっていこうとする

探究心や行動力を育てることを目的とする。

② 本校の所在する日光戦場ヶ原周辺の自然探求と

の比較を隣県の尾瀬ヶ原で行い、「高層湿原の成立と歴史」「高層湿原の特殊性」、「人間の活動とともに

起こった変化とその現状」｢野生動物による高山植物の食害の実態や人との共生｣等について探究する。

◇尾瀬ヶ原研修

今回の研修では、天候や花の開花時期にも恵まれ、多く

の貴重な体験や観察をすることができました。尾瀬は標高

1400m に位置する高層湿原である尾瀬ヶ原を中心に、尾瀬

沼や高山植物の宝庫である至仏山と燧ケ岳に囲まれており

独特な生物が観察できる場所です。特別天然記念物にも指定

されており，近年ラムサール条約にも登録されました。尾瀬

のように特殊で貴重な自然環境は、思慮のない人間の活動で

失われやすく、一度失うと復元には莫大な時間と労力がかか

ります。湿原に 1 歩踏み出してしまえば，そこから水が抜

けて裸地化してしまいます。尾瀬は周りからの水が流れ込む地形のため，私たちが出す汚水や排せつ物は

尾瀬のきれいな水を汚し、湿原を富栄養化させていまい，特殊な生態系を乱してしまいます。湿原を守る

ために，木道をきちんと歩き石鹸や洗剤を使わず，汚水や排泄物は浄化して外に運び出さなければなりま

せん。保護のための啓蒙活動に触れた今回の研修で、もろくて貴重な自然を私たちが私たちの手で守って

いくことが必要なのだということを身をもって学ぶことができました。     

尾瀬自然探究活動
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◇行程

７月１４日(土)  

7:30        11:00                 11:30           12:30
学校出発 → 三池駐車場到着(乗り合いバス乗り換え) → 沼山峠(自然散策開始) → 大江湿原(昼食)

13:30                           14:00      17:00  19:00        20:00                 21:00
→ 長蔵小屋 → 沼周辺を探究 → 長蔵小屋着（入浴・尾瀬ヶ原研修・ﾋﾞｼﾞﾀｰｾﾝﾀｰ研修・夕食・消灯）

７月１５日(日)
5:00 6:00 7:30        8:30      10:30          13:00   14:00         15:00:
起床 朝食 宿出発 → 沼尻 → 見晴 → (昼食) → 竜宮 → ヨッピ橋 → 牛首分岐

    15:30                    17:00  19:00                20:00   21:00
→ 山の鼻 （周辺探索・入浴・夕食・ビジターセンター研修・蛍観察・消灯）

７月１６日(月)
5:00  5:30  7:00                               10:00                         13:30
起床 朝食 宿出発(山の鼻) → 至仏山登山 → 山頂（昼食） → 下山 → 鳩待着

14:30           18:00
鳩待 出発 → 学校着

至仏山 山頂に於いて



尾瀬で見られた花々

イカリソウ イチヤクソウ イワカガミ

ウラジロヨウラク エンレイソウ オオニガナ

オオバミゾホオズキ オオレイジンソウ オゼヌマタイゲキ

カラマツソウ キバナノコマノツメ ギョウジャニンニク

キンコウカ ギンリョウソウ クルマバソウ



クロバナロウゲ ゴゼンタチバナ コバイケイソウ

サワラン サンリンソウ シナノキンバイ

ショウジョウバカマ ズダヤクシュ タテヤマリンドウ

チングルマ チングルマ チングルマ＆ハクサンイチゲ

ツクバネソウ ツマトリソウ トキソウ



ナガバモウセンゴケ ナナカマド ナンバンギセル

ニッコウキスゲ ハクサンイチゲ ハクサンシャクナゲ

ハクサンチドリ ヒオウギアヤメ ヒツジクサ

ホソバヒナウスユキソウ マイヅルソウ ミズバショウ

モウセンゴケ ヤナギトラノオ ユキワリソウ



ヨツバシオガマ レンゲツツジ ワタスゲ


